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北海道のヒグマ三つに分かれ愚

いでんし
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ことができます。これも「遺伝子の多様性」です。
今 今全

雲蕊雲雲
一

一

一

一

一 即一
一

＝ 、
一

垂
一
一

議塞雪雲雲雲雲雲萎雲雲雲雲雲雲妻雲雲皇雲雲童塞雲雲妻雪雲雲塞雲雲雲室萎毒琴雲

雲
雲
蓄
霊
墓

撚
戸

｢鰯］ の
挙逢

アウトドアを

楽しめるのも
唖んめぐ

自然の恵みださ
めぐ

恵みだね

〆きれいな空気や水、、
のうざ<もつ

そして、おいしい農作物や魚は
ゆ、がしぜんめぐ

、みんな豊な自然の恵みです，

蕊 露
Ｆ
一
一

〆‐
＝

一

瀞鍔､1露』観

勿侮三、

09

0－
0｡
｡－

蕊
……

rou
戸､-－

》
エ
バ
一

雲
雲喜
一
＝

雲雲婁
巽一三＝2－

一
一

一

一



零嬉嬉
〆豊総農蕊が中心の、

ゆたLぜん

北海道は、豊かな自然から
めぐ

膳その恵みを受けています．

のうぎよ､う、篭ぷぎよ’弓

諺
農業・漁

耀など
eeeL

●申もBqcB9｡｡｡｡○D9q争p●令の●●｡●●●●角●●●｡｡●●●｡■､●g●●●､■■●●DDqO●●●●0｡●●色ﾛﾛ

違撚鴬
⑧e妄

●『●旬●●●の●●角●●①角●●⑤｡●●｡｡､g●●Dgg●OggqO●DD●｡｡｡●●｡■●●●●■｡●●●｡●●●｡O、■F

蕊謬…
〆’″唖浄"、‘ｰ一8KJ､、目

から自然を良く知り大

切にしてきました。私
で唾ん

たちがお手本とするこ

とがたくさんあります。

鞍'

しょく則よう．｡Lぜんやさい

たり、木から家を作った

こともできます。この島、

〆一室

自然の中では
『

可

■

、

唖

畢

も

許
雰
渉 生きもの全ての関係が

､蕊-雲室塑雪a〆〆

生きも

函函鰯

尋 曽曇雲

一Jフ

'＆
、

§し〃

-=妻“
篭磯

ｒ

〃
〃言
一

口
○
○

・
の
戸
凌

〆
。
。
▽

蝿

議蕊蕊
息墨潅塵蓋藍;蓋=繍 霧 蕊;蕊謹 …

菌薗溌
…

このように「食べる」「食べられる」関係を
しょく名つれんさ

｢食物連鎖」といいます。
尾……*

雲雲雲雲＝
一一～

＝



紗

Iま同●子

ぢきゅうおんだんか

人間の活動や人間の持ちこみによる地球温暖化
点ふぎょう

開 発による影響”j鳶塗’による謬響

醗譲#蕊塗織溌熱難鯵蕊蓑
いなくなってしまいます。

車でふみあらされた植物

やかされる心配があります。

があくし細こゅう

家屋に侵入するアライグマ

一一』~一一一L■､■■■ﾛ■ーみ､

が変わるおそれがあります。

一白

議篠
りゅうむ

あたたかくて流氷がとけてしまうこ

アザラシの らす場所がなくなります

｡①⑲●●●●○●●●●●④●●●●●●●●●●●●●●●③⑳｡●●③⑨●●●●●⑥⑧●⑬●●●③●●●、●

雫隼零庵稔な自熱をまもるために辱辱書
せいぶつたよう哲4、ぼぜんけいか4 せいぶったよう通、

ふ ひがい

ソウ」は、人がとりすぎて少なくイヨウオオマルハナバチ」が増え食べる被害などが多くなりました。
しぜんくじょ

なりすぎました。そこで登山道以すぎて、もとの自然をおびやかし計頁的な駆除を行う一方で、肉を
きんし

外に入ることを禁止しました‘ ています。そこで、そのハチをつ

かまえる活動が行われています。

ゆうこうてき

料理に使うなど有効的な利弔方法
けんとう

の検討を行っています。
一一一一一画＝全角幸一零雫一一壱零国字

ヒダカソウ セイヨウオオマルハナバチバスターズエゾシカ肉を使った料理

露辱辱｜鵜I北窪尋辱雫


